
学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 3

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001001

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(M1～M3_D1・D2_K1～K3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟31教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月9日　授業到達目標①。第1回

4月16日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

4月23日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

4月30日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

5月7日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

5月14日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



5月21日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

5月28日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

6月4日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

6月11日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

6月18日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
6月25日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は6月24日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの日
まで提出してください。

第12回

7月2日　授業到達目標①④第13回

7月9日　授業到達目標①⑤第14回

7月16日　授業到達目標①⑤第15回
定期試験　日にちは後日発表。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月/Mon 3

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001002

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(L(韓1))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟13教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月6日　授業到達目標①。第1回

4月13日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

4月20日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

4月27日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

5月11日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

5月18日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



5月25日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

6月1日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

6月8日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

6月15日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

6月22日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
6月29日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は6月26日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの日
まで提出してください。

第12回

7月6日　授業到達目標①④第13回

7月13日　授業到達目標①⑤第14回

7月27日　授業到達目標①⑤第15回
定期試験　日にちは後日発表。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 3

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001003

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(L(韓2)_F(韓2)_T(韓1))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月8日　授業到達目標①。第1回

4月15日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

4月22日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

5月13日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

5月20日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

5月27日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



6月3日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

6月10日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

6月17日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

6月24日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

7月1日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
7月8日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は7月7日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの日
まで提出してください。

第12回

7月15日　授業到達目標①④第13回

7月22日　授業到達目標①⑤第14回

7月29日　授業到達目標①⑤第15回
7月31日（金）定期試験　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 1

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001004

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(E(韓1)_F(韓1)_Ｔ(韓2))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月8日　授業到達目標①。第1回

4月15日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

4月22日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

5月13日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

5月20日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

5月27日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



6月3日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

6月10日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

6月17日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

6月24日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

7月1日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
7月8日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は7月7日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの日
まで提出してください。

第12回

7月15日　授業到達目標①④第13回

7月22日　授業到達目標①⑤第14回

7月29日　授業到達目標①⑤第15回
7月31日（金）定期試験　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 2

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001005

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(E(韓2)_P1・P2_M4～M6)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月8日　授業到達目標①。第1回

4月15日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

4月22日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

5月13日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

5月20日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

5月27日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



6月3日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

6月10日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

6月17日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

6月24日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

7月1日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
7月8日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は7月7日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの日
まで提出してください。

第12回

7月15日　授業到達目標①④第13回

7月22日　授業到達目標①⑤第14回

7月29日　授業到達目標①⑤第15回
7月31日（金）定期試験　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火/Tue 3

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563001020150563001006

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(G1～G3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟31教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語は日本語と語順が同じであるうえに、漢字からなる単語の多くが共通しているため、日本人
にとってたいへん習いやすい言語です。△や〇にしか見えないハングル文字も、その仕組みが分か
れば意外と簡単なものです。この授業では、ゆっくり、しかし確実に、ハングル文字を読み、書く
ことができるようになります。その力をもとに、簡単な会話文を用いて、韓国語でコミュニケーシ
ョンができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①ハングルが読み、書くことができる。            ②自己紹介ができ、相手のことも質問できる
。     ③自分がしたいことを伝え、相手のことも質問できる。
④一日の生活を説明し、相手にも質問できる。⑤自分が好きなこと、嫌いなことを伝え、相手にも
質問できる。

授業到達目標/Goal

授業前は予習課題を行ってください。毎回の授業では、予習で覚えた単語を使って、できるだけ多
く、ペアやグループによる口頭練習を行います。積極的に協力して、表現を覚えるようにしてくだ
さい。授業後は、教材プリントを完成させながら、復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）10分
（２）表現を覚える（プリント）50分
（３）韓国について知る（プリント、不定期）10分
（４）とっておきハングル（ビデオ）10分

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、10回、4段階評価。やむを得ず提出できなかった場合は、
翌授業日前日まで教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点。）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）　10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ICカードリーダで打刻するように。やむを得
ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認する
ように。教員にメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題はLACSで各自印刷してください（
教室ではお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、大学卒業時
まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

9月29日　授業到達目標①。第1回

10月6日　授業到達目標①②、予習：ワークシート①第2回

10月13日 授業到達目標①②、予習：ワークシート②第3回

10月20日　授業到達目標①②。予習：ワークシート③第4回

10月27日　授業到達目標①②、予習：ワークシート④第5回

11月10日　授業到達目標①②、予習：ワークシート⑤第6回



11月17日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑥第7回

11月24日　授業到達目標①③、予習：ワークシート パフォーマンス・テスト第8回

12月1日　授業到達目標①③、予習：ワークシート⑧第9回

12月8日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑨第10回

12月15日　授業到達目標①④、予習：ワークシート⑩第11回
12月22日　授業到達目標①④
＊ワークシートの提出は12月21日17：00以降はできません。遅れて出す人（減点はします）はこの
日まで提出してください。

第12回

1月5日　授業到達目標①④第13回

1月12日　授業到達目標①⑤第14回

1月19日　授業到達目標①⑤第15回
定期試験　日にちは後日発表。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 3

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563003020150563003001

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(G1～G3_L(韓2)_F(韓2)_T(韓1))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによっ
て、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）
（２）表現を覚える（プリント）。
（３）韓国について知る（プリント、不定期）
（４）とっておきハングルを覚える（ビデオ）

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

9月30日　おさらい第1回

10月7日　到達目標①。予習：ワークシート①第2回

10月14日　到達目標①。予習：ワークシート②第3回

10月21日　到達目標①、予習：ワークシート③第4回

10月28日　到達目標②。予習：ワークシート④第5回

11月4日　到達目標②。予習：ワークシート⑤第6回

11月11日　到達目標②。予習：ワークシート⑥第7回

11月18日　到達目標②、予習：ワークシート⑦  パフォーマンス・テスト第8回



11月25日到達目標③。予習：ワークシート⑧第9回

12月2日  到達目標③。予習：ワークシート⑨第10回

12月9日　到達目標③。予習：ワークシート⑩第11回
12月16日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月15日17:00以降はしません。、遅れて出す人（
減点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

1月6日　到達目標④第13回

1月13日　到達目標④第14回

1月20日　到達目標④第15回
2月3日（水）定期試験。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 3

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563003020150563003002

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(M1～M3_D1・D2_K1～K3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟14教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによっ
て、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）
（２）表現を覚える（プリント）。
（３）韓国について知る（プリント、不定期）
（４）とっておきハングルを覚える（ビデオ）

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

10月1日　おさらい第1回

10月8日　到達目標①。予習：ワークシート①第2回

10月15日　到達目標①。予習：ワークシート②第3回

10月22日　到達目標①、予習：ワークシート③第4回

10月29日　到達目標②。予習：ワークシート④第5回

11月5日　到達目標②。予習：ワークシート⑤第6回

11月12日　到達目標②。予習：ワークシート⑥第7回

11月19日　到達目標②、予習：ワークシート⑦  パフォーマンス・テスト第8回



11月26日到達目標③。予習：ワークシート⑧第9回

12月3日  到達目標③。予習：ワークシート⑨第10回

12月10日　到達目標③。予習：ワークシート⑩第11回
12月17日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月16日17:00以降はしません。、遅れて出す人（
減点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

12月24日　到達目標④第13回

1月7日　到達目標④第14回

1月14日　到達目標④第15回
2月3日（水）定期試験。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月/Mon 3

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563003020150563003003

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(L(韓1))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟31教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによっ
て、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）
（２）表現を覚える（プリント）。
（３）韓国について知る（プリント、不定期）
（４）とっておきハングルを覚える（ビデオ）

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

9月28日　おさらい第1回

10月5日　到達目標①。予習：ワークシート①第2回

10月19日　到達目標①。予習：ワークシート②第3回

10月26日　到達目標①、予習：ワークシート③第4回

11月2日　到達目標②。予習：ワークシート④第5回

11月9日　到達目標②。予習：ワークシート⑤第6回

11月16日　到達目標②。予習：ワークシート⑥第7回

11月30日　到達目標②、予習：ワークシート⑦  パフォーマンス・テスト第8回



12月7日  到達目標③。予習：ワークシート⑧第9回

12月14日  到達目標③。予習：ワークシート⑨第10回

12月21日　到達目標③。予習：ワークシート⑩第11回
1月4日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月25日17:00以降はしません。、遅れて出す人（減
点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

1月18日　到達目標④第13回

1月25日　到達目標④第14回

2月1日　到達目標④第15回
2月3日（水）定期試験。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 1

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563003020150563003004

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(E(韓1)_F(韓1)_Ｔ(韓2))

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによっ
て、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）
（２）表現を覚える（プリント）。
（３）韓国について知る（プリント、不定期）
（４）とっておきハングルを覚える（ビデオ）

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

9月30日　おさらい第1回

10月7日　到達目標①。予習：ワークシート①第2回

10月14日　到達目標①。予習：ワークシート②第3回

10月21日　到達目標①、予習：ワークシート③第4回

10月28日　到達目標②。予習：ワークシート④第5回

11月4日　到達目標②。予習：ワークシート⑤第6回

11月11日　到達目標②。予習：ワークシート⑥第7回

11月18日　到達目標②、予習：ワークシート⑦  パフォーマンス・テスト第8回



11月25日到達目標③。予習：ワークシート⑧第9回

12月2日  到達目標③。予習：ワークシート⑨第10回

12月9日　到達目標③。予習：ワークシート⑩第11回
12月16日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月15日17:00以降はしません。、遅れて出す人（
減点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

1月6日　到達目標④第13回

1月13日　到達目標④第14回

1月20日　到達目標④第15回
2月3日（水）定期試験。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水/Wed 2

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563003020150563003005

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(E(韓2)_P1・P2_M4～M6)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form1年, 2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによっ
て、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業は大きく４つの内容で構成されています。
（１）アクティビティ（プリント）
（２）表現を覚える（プリント）。
（３）韓国について知る（プリント、不定期）
（４）とっておきハングルを覚える（ビデオ）

授業内容/Class outline/Con

LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

アクティビティ（回数未定）20％…評価対象は（１）
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
中間試験（パフォーマンス・テスト）10％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験（ペーパー・テスト）30％…評価対象は（２）

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

9月30日　おさらい第1回

10月7日　到達目標①。予習：ワークシート①第2回

10月14日　到達目標①。予習：ワークシート②第3回

10月21日　到達目標①、予習：ワークシート③第4回

10月28日　到達目標②。予習：ワークシート④第5回

11月4日　到達目標②。予習：ワークシート⑤第6回

11月11日　到達目標②。予習：ワークシート⑥第7回

11月18日　到達目標②、予習：ワークシート⑦  パフォーマンス・テスト第8回



11月25日到達目標③。予習：ワークシート⑧第9回

12月2日  到達目標③。予習：ワークシート⑨第10回

12月9日　到達目標③。予習：ワークシート⑩第11回
12月16日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月15日17:00以降はしません。、遅れて出す人（
減点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

1月6日　到達目標④第13回

1月13日　到達目標④第14回

1月20日　到達目標④第15回
2月3日（水）定期試験。出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられません
。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 1

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563005020150563005001

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2G1～2G3_2L1～2L3_2P1・2P2_2F1～2F3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによ
って、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con
LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
単語テスト　20％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験　10％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月9日　おさらい 到達目標①第1回

4月16日　到達目標①　ワークシート①第2回

4月23日　到達目標①　ワークシート②第3回

4月30日　到達目標①　ワークシート③第4回

5月7日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④第5回

5月14日　到達目標②　単語テスト１　ワークシート⑤第6回

5月21日　到達目標②　ワークシート⑥第7回

5月28日　到達目標②　ワークシート⑦第8回

6月4日 到達目標②　ワークシート⑧第9回

6月11日  パフォーマンス・テスト２　ワークシート⑨第10回

6月18日　到達目標③　単語テスト２　ワークシート⑩第11回



6月25日　到達目標③　＊ワークシートの提出は6月24日17:00以降はしません。遅れて出す人（減点
はします）はこの日まで提出してください。

第12回

7月2日　到達目標③第13回

7月9日　到達目標③　単語テスト３第14回

7月16日　パフォーマンス・テスト３第15回
定期試験。日にちは後日発表　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火/Tue 2

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563005020150563005002

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2M1～2M3_2T1～2T4_2K1～2K3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟11教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近いな表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分の得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を到達するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た、授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出され
た課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
LACSで各自印刷し、ファイルで整理して上で、授業に持参してください。（授業の前後1週間ずつア
ップします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください。（過去のプリントは教室ではお
渡しできません。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題(ワークシート）（各２点満点　4段階評価、10回)　＊やむを得ず提出できなかった場合は
、翌週授業で提出してください。それより遅れた場合は一段階減点。20％
授業への取り組み方(授業の態度、参加状況等）20％
定期試験10％
単語テスト20％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を出してください（書類については教養教育事務室で確認するように
）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してください（教室でお渡しできない）。授業中に使用した
紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで、保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
4月7日おさらい、到達目標①

第1回

4月14日　到達目標①　ワークシート①
第2回

4月21日　到達目標①　ワークシート②
第3回

4月28日　到達目標①　ワークシート③
第4回

5月12日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④
第5回

5月19日　到達目標②　単語テスト１、ワークシート⑤
第6回



5月26日　到達目標②　ワークシート⑥
第7回

6月2日　到達目標②　ワークシート⑦
第8回

6月9日　到達目標②　ワークシート⑧
第9回

6月16日　パフォーマンス・テスト2　ワークシート⑨
第10回

6月23日　到達目標③　単語テスト2、ワークシート⑩
第11回

6月30日　到達目標③　第12回

7月7日　　到達目標③　ワークシートの提出は、この日まで提出してください。第13回

7月14日　到達目標③　単語テスト2第14回

7月21日　パフォーマンス・テスト3第15回
定期試験。日にちは後日発表。＊出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格は与えら
れません。成績評価は、失格。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 2

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563005020150563005003

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2E1～2E6)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟12教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それによ
って、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con
LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
単語テスト　20％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験　10％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

4月9日　おさらい 到達目標①第1回

4月16日　到達目標①　ワークシート①第2回

4月23日　到達目標①　ワークシート②第3回

4月30日　到達目標①　ワークシート③第4回

5月7日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④第5回

5月14日　到達目標②　単語テスト１　ワークシート⑤第6回

5月21日　到達目標②　ワークシート⑥第7回

5月28日　到達目標②　ワークシート⑦第8回

6月4日 到達目標②　ワークシート⑧第9回

6月11日  パフォーマンス・テスト２　ワークシート⑨第10回

6月18日　到達目標③　単語テスト２　ワークシート⑩第11回



6月25日　到達目標③　＊ワークシートの提出は6月24日17:00以降はしません。遅れて出す人（減点
はします）はこの日まで提出してください。

第12回

7月2日　到達目標③第13回

7月9日　到達目標③　単語テスト３第14回

7月16日　パフォーマンス・テスト３第15回
定期試験。日にちは後日発表　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火/Tue 1

2015/04/01～2015/09/27開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563005020150563005004

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2D1・2D2_2T5～2T10)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育A棟11教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近いな表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分の得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を到達するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た、授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出され
た課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
LACSで各自印刷し、ファイルで整理して上で、授業に持参してください。（授業の前後1週間ずつア
ップします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください。（過去のプリントは教室ではお
渡しできません。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題(ワークシート）（各２点満点　4段階評価、10回)　＊やむを得ず提出できなかった場合は
、翌週授業で提出してください。それより遅れた場合は一段階減点。20％
授業への取り組み方(授業の態度、参加状況等）20％
定期試験10％
単語テスト20％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を出してください（書類については教養教育事務室で確認するように
）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してください（教室でお渡しできない）。授業中に使用した
紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで、保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
4月7日おさらい、到達目標①

第1回

4月14日　到達目標①　ワークシート①
第2回

4月21日　到達目標①　ワークシート②
第3回

4月28日　到達目標①　ワークシート③
第4回

5月12日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④
第5回

5月19日　到達目標②　単語テスト１、ワークシート⑤
第6回



5月26日　到達目標②　ワークシート⑥
第7回

6月2日　到達目標②　ワークシート⑦
第8回

6月9日　到達目標②　ワークシート⑧
第9回

6月16日　パフォーマンス・テスト2　ワークシート⑨
第10回

6月23日　到達目標③　単語テスト2、ワークシート⑩
第11回

6月30日　到達目標③　第12回

7月7日　　到達目標③　ワークシートの提出は、この日まで提出してください。第13回

7月14日　到達目標③　単語テスト2第14回

7月21日　パフォーマンス・テスト3第15回
定期試験。日にちは後日発表。＊出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格は与えら
れません。成績評価は、失格。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 1

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563007020150563007001

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2G1～2G3_2L1～2L3_2P1・2P2_2F1～2F3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育Ｃ棟36(call2)教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰ～Ⅲで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con
LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
単語テスト　20％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験　10％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

10月1日　おさらい 到達目標①第1回

10月8日　到達目標①　ワークシート①第2回

10月15日　到達目標①　ワークシート②第3回

10月22日　到達目標①　ワークシート③第4回

10月29日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④第5回

11月5日　到達目標②　単語テスト１　ワークシート⑤第6回

11月12日　到達目標②　ワークシート⑥第7回

11月19日　到達目標②　ワークシート⑦第8回

11月26日 到達目標②　ワークシート⑧第9回

12月3日  パフォーマンス・テスト２　ワークシート⑨第10回

12月10日　到達目標③　単語テスト２　ワークシート⑩第11回



12月17日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月16日17:00以降はしません。遅れて出す人（減
点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

12月24日　到達目標③第13回

1月7日　到達目標③　単語テスト３第14回

1月14日　パフォーマンス・テスト３第15回
定期試験。日にちは後日発表　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火/Tue 2

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563007020150563007002

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2M1～2M3_2T1～2T4_2K1～2K3)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育C棟45(call3)教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近いな表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分の得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を到達するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た、授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出され
た課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
LACSで各自印刷し、ファイルで整理して上で、授業に持参してください。（授業の前後1週間ずつア
ップします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください。（過去のプリントは教室ではお
渡しできません。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題(ワークシート）（各２点満点　4段階評価、10回)　＊やむを得ず提出できなかった場合は
、翌週授業で提出してください。それより遅れた場合は一段階減点。20％
授業への取り組み方(授業の態度、参加状況等）20％
定期試験10％
単語テスト20％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を出してください（書類については教養教育事務室で確認するように
）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してください（教室でお渡しできない）。授業中に使用した
紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで、保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
9月29日おさらい、到達目標①

第1回

10月6日　到達目標①　ワークシート①
第2回

10月13日　到達目標①　ワークシート②
第3回

10月20日　到達目標①　ワークシート③
第4回

10月27日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④
第5回

11月10日　到達目標②　単語テスト１、ワークシート⑤
第6回



11月17日　到達目標②　ワークシート⑥
第7回

11月24日　到達目標②　ワークシート⑦
第8回

12月1日　到達目標②　ワークシート⑧
第9回

12月8日　パフォーマンス・テスト2　ワークシート⑨
第10回

12月15日　到達目標③　単語テスト2、ワークシート⑩
第11回

12月22日　到達目標③　第12回

1月5日　　到達目標③　ワークシートの提出は、この日まで提出してください。第13回

1月12日　到達目標③　単語テスト2第14回

1月19日　パフォーマンス・テスト3第15回
定期試験。日にちは後日発表。＊出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格は与えら
れません。成績評価は、失格。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木/Thu 2

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563007020150563007003

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2E1～2E6)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育Ｃ棟36(call2)教室／Class room

E, P, F, T対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

教養B棟1階106号室担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081（直通）担当教員TEL/Tel

授業以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室のドアに掲示しています。担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語Ⅰ～Ⅲで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近な表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。 ②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分が得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を達成するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出された
課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con
LACSで各自印刷し、ファイルで整理した上で、授業に持参してください（授業の前後1週間ずつアッ
プします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください（過去のプリントは教室ではお渡し
できません）。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題（ワークシート）（各2点満点、4段階評価、10回）。やむを得ず提出できなかった場合は
、翌授業日前日まで、教員研究室に来て手渡しで提出。それより遅れた場合は1段階減点）20％
単語テスト　20％
授業への取組み方（授業態度、参加状況等）20％
定期試験　10％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください（必要書類は教養教育事務室で確認するよ
うに。教員あてにメールや電話で連絡する必要はない）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してく
ださい（教室でお渡しできない）。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業
時まで保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

10月1日　おさらい 到達目標①第1回

10月8日　到達目標①　ワークシート①第2回

10月15日　到達目標①　ワークシート②第3回

10月22日　到達目標①　ワークシート③第4回

10月29日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④第5回

11月5日　到達目標②　単語テスト１　ワークシート⑤第6回

11月12日　到達目標②　ワークシート⑥第7回

11月19日　到達目標②　ワークシート⑦第8回

11月26日 到達目標②　ワークシート⑧第9回

12月3日  パフォーマンス・テスト２　ワークシート⑨第10回

12月10日　到達目標③　単語テスト２　ワークシート⑩第11回



12月17日　到達目標③　＊ワークシートの提出は12月16日17:00以降はしません。遅れて出す人（減
点はします）はこの日まで提出してください。

第12回

12月24日　到達目標③第13回

1月7日　到達目標③　単語テスト３第14回

1月14日　パフォーマンス・テスト３第15回
定期試験。日にちは後日発表　出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格が与えられ
ません。

第16回



学期／Semester
2015年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火/Tue 1

2015/09/28～2016/03/31開講期間／Class　period

必修選択／Required/Elective class
単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)

必修 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject　code0563007020150563007004

科目ナンバリングコード／Numbering Code

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2D1・2D2_2T5～2T10)

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class form2年, 3年, 4年 演習対象年次／Year

教養教育C棟45(call3)教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours

韓国語ⅠⅡで学んだことをもとに、日常の生活でよく使う身近いな表現を覚えていきます。それに
よって、韓国人と簡単なコミュニケーションができること（スピーキング）を目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①買い物、食事の注文ができる。②自分が感じたことを伝え、相手にも質問できる。③過去に経験
したことを言え、相手にも質問できる。④自分の得意なこと、不得意なことを伝え、相手にも質問
できる。

授業到達目標/Goal

授業到達目標①～④を到達するために、予習を通し、必要な単語や表現を覚えます。授業中はでき
るだけ多く、ペアやグループによる活動を行いますので、積極的に参加するようにしましょう。ま
た、授業後は毎回課題が出されます。授業で練習した単語や表現が確実に身につくように、出され
た課題で復習を行ってください。

授業方法（学習指導法）/Method

授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
LACSで各自印刷し、ファイルで整理して上で、授業に持参してください。（授業の前後1週間ずつア
ップします）。欠席した場合は教員研究室に取りに来てください。（過去のプリントは教室ではお
渡しできません。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

パフォーマンス・テスト30％
予習課題(ワークシート）（各２点満点　4段階評価、10回)　＊やむを得ず提出できなかった場合は
、翌週授業で提出してください。それより遅れた場合は一段階減点。20％
授業への取り組み方(授業の態度、参加状況等）20％
定期試験10％
単語テスト20％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際はICカードリーダで打刻するように。やむを得ず
欠席した場合は、必要な書類を出してください（書類については教養教育事務室で確認するように
）。予習課題、教材はLACSで各自印刷してください（教室でお渡しできない）。授業中に使用した
紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで、保管してください。

受講要件（履修条件）/Requirements

授業計画詳細

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
9月29日おさらい、到達目標①

第1回

10月6日　到達目標①　ワークシート①
第2回

10月13日　到達目標①　ワークシート②
第3回

10月20日　到達目標①　ワークシート③
第4回

10月27日　パフォーマンス・テスト１　ワークシート④
第5回

11月10日　到達目標②　単語テスト１、ワークシート⑤
第6回



11月17日　到達目標②　ワークシート⑥
第7回

11月24日　到達目標②　ワークシート⑦
第8回

12月1日　到達目標②　ワークシート⑧
第9回

12月8日　パフォーマンス・テスト2　ワークシート⑨
第10回

12月15日　到達目標③　単語テスト2、ワークシート⑩
第11回

12月22日　到達目標③　第12回

1月5日　　到達目標③　ワークシートの提出は、この日まで提出してください。第13回

1月12日　到達目標③　単語テスト2第14回

1月19日　パフォーマンス・テスト3第15回
定期試験。日にちは後日発表。＊出席が３分の２に達しない場合は、定期試験の受験資格は与えら
れません。成績評価は、失格。

第16回
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